
令和４年10月分　死傷災害（休業４日以上）署別発生状況（速報値）

前年同期比較 岡山労働局

'22年 '21年 増 減 率 ％ '22年 '21年 増 減 '22年 '21年 増 減 '22年 '21年 増 減 '22年 '21年 増 減 '22年 '21年 増 減 '22年 '21年 増 減
3884 1877 2007 106.9% 1805 786 1019 1090 474 616 493 275 218 257 138 119 131 80 51 108 124 ▲16
564 482 82 17.0% 182 160 22 163 105 58 78 65 13 60 47 13 57 25 32 24 80 ▲56
106 109 ▲3 ▲2.8% 29 51 ▲22 23 20 3 28 15 13 15 14 1 7 4 3 4 5 ▲1
87 59 28 47.5% 33 20 13 28 17 11 7 10 ▲3 8 4 4 8 2 6 3 6 ▲3
80 36 44 122.2% 19 10 9 10 5 5 6 7 ▲1 13 6 7 32 5 27 0 3 ▲3
44 24 20 83.3% 2 6 ▲4 16 0 16 14 12 2 1 5 ▲4 1 1 0 10 0 10
34 28 6 21.4% 6 8 ▲2 13 2 11 4 5 ▲1 2 2 0 8 9 ▲1 1 2 ▲1
33 19 14 73.7% 11 5 6 19 10 9 1 2 ▲1 2 2 0 0 0 0 0 0 0

115 167 ▲52 ▲31.1% 40 39 1 48 44 4 11 7 4 14 13 1 0 3 ▲3 2 61 ▲59
8 8 0 0.0% 8 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

57 32 25 78.1% 34 13 21 6 7 ▲1 7 7 0 5 1 4 1 1 0 4 3 1
（ 自 動 車 整 備 ） (17) (8) (9) (112.5%) (9) (1) (8) (1) (2) (▲1) (5) (2) (3) (1) (0) (1) (0) (1) (▲1) (1) (2) (▲1)

7 7 0 0.0% 3 1 2 1 1 0 2 2 0 1 1 0 0 0 0 0 2 ▲2
242 205 37 18.0% 103 94 9 66 52 14 29 28 1 20 13 7 8 10 ▲2 16 8 8
57 57 0 0.0% 19 22 ▲3 9 10 ▲1 13 12 1 7 6 1 1 2 ▲1 8 5 3
94 76 18 23.7% 49 36 13 18 15 3 14 14 0 8 5 3 2 5 ▲3 3 1 2

(63) (51) (12) (23.5%) (35) (26) (9) (11) (9) (2) (9) (10) (▲1) (6) (4) (2) (1) (1) (0) (1) (1) (0)
(31) (25) (6) (24.0%) (14) (10) (4) (7) (6) (1) (5) (4) (1) (2) (1) (1) (1) (4) (▲3) (2) (0) (2)

91 72 19 26.4% 35 36 ▲1 39 27 12 2 2 0 5 2 3 5 3 2 5 2 3
254 266 ▲12 ▲4.5% 119 128 ▲9 77 60 17 23 38 ▲15 19 25 ▲6 6 6 0 10 9 1
16 21 ▲5 ▲23.8% 10 9 1 4 4 0 1 3 ▲2 0 3 ▲3 0 0 0 1 2 ▲1

234 243 ▲9 ▲3.7% 107 117 ▲10 71 56 15 22 35 ▲13 19 22 ▲3 6 6 0 9 7 2
23 14 9 64.3% 13 4 9 4 8 ▲4 2 0 2 2 1 1 2 1 1 0 0 0
12 13 ▲1 ▲7.7% 4 4 0 2 8 ▲6 2 0 2 2 1 1 2 0 2 0 0 0
11 1 10 1000.0% 9 0 9 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 ▲1 0 0 0
25 28 ▲3 ▲10.7% 2 0 2 0 0 0 15 23 ▲8 2 0 2 2 3 ▲1 4 2 2

2743 844 1899 225.0% 1379 397 982 776 244 532 332 109 223 149 44 105 56 30 26 51 20 31
246 207 39 18.8% 121 98 23 60 61 ▲1 31 26 5 17 10 7 11 7 4 6 5 1
(30) (30) (0) (0.0%) (15) (14) (1) (6) (9) (▲3) (6) (4) (2) (2) (2) (0) (0) (1) (▲1) (1) (0) (1)

(176) (155) (21) (13.5%) (85) (74) (11) (43) (45) (▲2) (22) (20) (2) (13) (6) (7) (10) (6) (4) (3) (4) (▲1)
＜ 各 種 商 品 小 売 ＞ <8> <5> <3> <60.0%> <3> <4> <▲1> <1> <0> <1> <1> <1> <0> <0> <0> <0> <3> <0> <3> <0> <0> <0>
＜ 新 聞 販 売 ＞ <24> <20> <4> <20.0%> <8> <7> <1> <7> <7> <0> <3> <3> <0> <3> <0> <3> <2> <1> <1> <1> <2> <▲1>

2,202 312 1890 605.8% 1105 154 951 638 86 552 271 40 231 114 11 103 34 13 21 40 8 32
（ 医 療 保 健 業 ） (1229) (113) (1116) (987.6%) (629) (64) (565) (361) (31) (330) (130) (6) (124) (77) (2) (75) (1) (7) (▲6) (31) (3) (28)
（ 社 会 福 祉 施 設 ） (968) (197) (771) (391.4%) (473) (89) (384) (275) (55) (220) (141) (34) (107) (37) (9) (28) (33) (6) (27) (9) (4) (5)

89 97 ▲8 ▲8.2% 53 53 0 23 25 ▲2 7 13 ▲6 4 3 1 1 2 ▲1 1 1 0
（ 旅 館 業 ） (11) (10) (1) (10.0%) (6) (4) (2) (3) (4) (▲1) (2) (2) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
（ 飲 食 店 ） (63) (57) (6) (10.5%) (38) (31) (7) (17) (16) (1) (3) (6) (▲3) (3) (2) (1) (1) (1) (0) (1) (1) (0)
（ そ の 他 の 接 客 ） (15) (30) (▲15) (▲50.0%) (9) (18) (▲9) (3) (5) (▲2) (2) (5) (▲3) (1) (1) (0) (0) (1) (▲1) (0) (0) (0)

59 61 ▲2 ▲3.3% 27 24 3 13 19 ▲6 6 7 ▲1 10 7 3 0 2 ▲2 3 2 1
(27) (23) (4) (17.4%) (16) (12) (4) (7) (8) (▲1) (2) (1) (1) (2) (1) (1) (0) (0) (0) (0) (1) (▲1)

（ 産 業 廃 棄 物 ） (20) (24) (▲4) (▲16.7%) (6) (9) (▲3) (5) (5) (0) (1) (5) (▲4) (5) (3) (2) (0) (1) (▲1) (3) (1) (2)
147 167 ▲20 ▲12.0% 73 68 5 42 53 ▲11 17 23 ▲6 4 13 ▲9 10 6 4 1 4 ▲3

（ 警 備 業 ） (21) (26) (▲5) (▲19.2%) (12) (9) (3) (5) (5) (0) (4) (8) (▲4) (0) (4) (▲4) (0) (0) (0) (0) (0) (0)
26 31 ▲5 ▲16.1% 4 2 2 3 4 ▲1 12 10 2 4 7 ▲3 0 5 ▲5 3 3 0

注１：災害件数は、労働者死傷病報告（様式第23号）による。　　　注２：網掛けした業種は、第13次労働災害防止推進計画における重点業種である。
注３：令和４年１月１日から令和４年10月末日までに発生した労働災害で、労働基準監督署に報告のあったもの。
注４：「第三次産業」は業種分類０８～１７である。　　　　注５：「その他」は、「農業」と「畜産・水産業」である。     注６：「派遣労働者」は派遣先の労働者数である。    
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令和４年10月分死傷災害（休業４日以上）　事故の型別発生状況（速報値）

前年同期比較 岡山労働局

転　　倒 墜落・転落 交通事故（道路） 切れ・こすれ 飛来・落下

'22年 '21年 増 減 '22年 '21年 増 減 '22年 '21年 増 減 '22年 '21年 増 減 '22年 '21年 増 減 '22年 '21年 増 減 '22年 '21年 増 減 '22年 '21年 増 減 '22年 '21年 増 減

3,884 1,877 2,007 362 368 ▲ 6 244 305 ▲ 61 192 171 21 263 264 ▲ 1 81 78 3 93 93 0 97 101 ▲ 4 2,552 497 2,055
564 482 82 78 69 9 42 54 ▲ 12 113 87 26 53 36 17 5 5 0 42 38 4 41 34 7 190 159 31
106 109 ▲ 3 6 10 ▲ 4 5 6 ▲ 1 30 22 8 9 5 4 0 2 ▲ 2 3 8 ▲ 5 13 12 1 40 44 ▲ 4
87 59 28 12 15 ▲ 3 4 10 ▲ 6 17 13 4 15 7 8 2 1 1 7 3 4 10 4 6 20 6 14
80 36 44 14 6 8 4 6 ▲ 2 13 11 2 6 3 3 0 0 0 3 1 2 2 3 ▲ 1 38 6 32
44 24 20 2 1 1 5 3 2 8 6 2 2 2 0 0 0 0 5 8 ▲ 3 1 1 0 21 3 18
34 28 6 4 1 3 6 10 ▲ 4 4 9 ▲ 5 3 1 2 1 0 1 0 1 ▲ 1 3 5 ▲ 2 13 1 12
33 19 14 7 4 3 0 5 ▲ 5 5 2 3 1 0 1 0 0 0 0 3 ▲ 3 0 1 ▲ 1 20 4 16

115 167 ▲ 52 25 25 0 9 7 2 20 18 2 8 11 ▲ 3 2 2 0 22 13 9 11 4 7 18 87 ▲ 69
8 8 0 1 1 0 0 2 ▲ 2 4 2 2 2 1 1 0 0 0 0 1 ▲ 1 1 0 1 0 1 ▲ 1

57 32 25 7 6 1 9 5 4 12 4 8 7 6 1 0 0 0 2 0 2 0 4 ▲ 4 20 7 13
（ 自 動 車 整 備 ） (17) (8) (9) (2) (0) (2) (2) (1) (1) (2) (1) (1) (1) (2) (▲1) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (2) (▲2) (10) (2) (8)

7 7 0 3 0 3 1 5 ▲ 4 2 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
242 205 37 26 17 9 58 64 ▲ 6 19 19 0 19 15 4 6 4 2 18 16 2 19 24 ▲ 5 77 46 31
57 57 0 5 5 0 17 11 6 4 5 ▲ 1 5 7 ▲ 2 2 0 2 6 3 3 6 7 ▲ 1 12 19 ▲ 7
94 76 18 10 7 3 21 29 ▲ 8 7 6 1 12 3 9 2 2 0 10 7 3 6 10 ▲ 4 26 12 14

(63) (51) (12) (6) (6) (0) (15) (18) (▲3) (6) (4) (2) (4) (3) (1) (2) (1) (1) (5) (3) (2) (3) (7) (▲4) (22) (9) (13)
(31) (25) (6) (4) (1) (3) (6) (11) (▲5) (1) (2) (▲1) (8) (0) (8) (0) (1) (▲1) (5) (4) (1) (3) (3) (0) (4) (3) (1)

91 72 19 11 5 6 20 24 ▲ 4 8 8 0 2 5 ▲ 3 2 2 0 2 6 ▲ 4 7 7 0 39 15 24
254 266 ▲ 12 34 49 ▲ 15 68 82 ▲ 14 20 15 5 44 45 ▲ 1 16 17 ▲ 1 5 2 3 13 11 2 54 45 9
16 21 ▲ 5 5 6 ▲ 1 2 4 ▲ 2 0 1 ▲ 1 2 2 0 5 5 0 0 0 0 1 1 0 1 2 ▲ 1

234 243 ▲ 9 29 42 ▲ 13 65 78 ▲ 13 18 14 4 42 42 0 11 12 ▲ 1 5 2 3 11 10 1 53 43 10
23 14 9 4 1 3 1 2 ▲ 1 1 2 ▲ 1 6 3 3 0 0 0 0 0 0 0 1 ▲ 1 11 5 6
12 13 ▲ 1 3 0 3 0 2 ▲ 2 1 2 ▲ 1 6 3 3 0 0 0 0 0 0 0 1 ▲ 1 2 5 ▲ 3
11 1 10 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 9
25 28 ▲ 3 2 7 ▲ 5 4 3 1 3 3 0 1 1 0 0 0 0 3 4 ▲ 1 3 4 ▲ 1 9 6 3

2,743 844 1,899 212 217 ▲ 5 62 93 ▲ 31 32 38 ▲ 6 137 157 ▲ 20 53 52 1 23 32 ▲ 9 20 26 ▲ 6 2,204 229 1,975
246 207 39 70 54 16 28 24 4 16 12 4 26 41 ▲ 15 21 15 6 9 17 ▲ 8 10 10 0 66 34 32
(30) (30) (0) (5) (6) (▲1) (3) (5) (▲2) (5) (2) (3) (1) (4) (▲3) (0) (3) (▲3) (1) (3) (▲2) (4) (3) (1) (11) (4) (7)

(176) (155) (21) (59) (44) (15) (24) (16) (8) (8) (7) (1) (24) (34) (▲10) (19) (11) (8) (8) (13) (▲5) (5) (6) (▲1) (29) (24) (5)
< 各 種 商 品 小 売 > <8> <5> <3> <4> <1> <3> <0> <1> <▲1> <1> <0> <1> <1> <2> <▲1> <0> <0> <0> <0> <0> <0> <0> <0> <0> <2> <1> <1>
< 新 聞 販 売 > <24> <20> <4> <9> <9> <0> <1> <0> <1> <1> <1> <0> <0> <1> <▲1> <13> <9> <4> <0> <0> <0> <0> <0> <0> <0> <0> <0>

2,202 312 1,890 64 78 ▲ 14 13 17 ▲ 4 4 4 0 80 72 8 3 3 0 5 5 0 1 7 ▲ 6 2,032 126 1,906
（ 医 療 保 健 業 ） (1229) (113) (1116) (20) (29) (▲9) (5) (4) (1) (1) (0) (1) (21) (27) (▲6) (0) (1) (▲1) (1) (1) (0) (0) (1) (▲1) (1181) (50) (1131)
（ 社 会 福 祉 施 設 ） (968) (197) (771) (42) (49) (▲7) (8) (12) (▲4) (3) (4) (▲1) (59) (44) (15) (3) (2) (1) (4) (4) (0) (1) (6) (▲5) (848) (76) (772)

89 97 ▲ 8 25 24 1 4 3 1 5 6 ▲ 1 9 17 ▲ 8 3 1 2 5 8 ▲ 3 4 3 1 34 35 ▲ 1
（ 旅 館 業 ） (11) (10) (1) (5) (0) (5) (1) (0) (1) (1) (0) (1) (3) (6) (▲3) (1) (0) (1) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (4) (▲4)
（ 飲 食 店 ） (63) (57) (6) (13) (17) (▲4) (2) (1) (1) (2) (4) (▲2) (5) (5) (0) (2) (1) (1) (5) (8) (▲3) (1) (3) (▲2) (33) (18) (15)
（ そ の 他 の 接 客 ） (15) (30) (▲15) (7) (7) (0) (1) (2) (▲1) (2) (2) (0) (1) (6) (▲5) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (3) (0) (3) (1) (13) (▲12)

59 61 ▲ 2 17 19 ▲ 2 8 15 ▲ 7 4 10 ▲ 6 5 7 ▲ 2 4 1 3 3 1 2 3 1 2 15 7 8
(27) (23) (4) (12) (12) (0) (4) (6) (▲2) (2) (0) (2) (2) (2) (0) (2) (0) (2) (0) (0) (0) (1) (0) (1) (4) (3) (1)

（ 産 業 廃 棄 物 ） (20) (24) (▲4) (2) (6) (▲4) (2) (7) (▲5) (1) (6) (▲5) (1) (1) (0) (2) (0) (2) (3) (1) (2) (2) (1) (1) (7) (2) (5)
147 167 ▲ 20 36 42 ▲ 6 9 34 ▲ 25 3 6 ▲ 3 17 20 ▲ 3 22 32 ▲ 10 1 1 0 2 5 ▲ 3 57 27 30

（ 警 備 業 ） (21) (26) (▲5) (4) (6) (▲2) (1) (9) (▲8) (1) (2) (▲1) (3) (5) (▲2) (2) (3) (▲1) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (10) (1) (9)
26 31 ▲ 5 3 8 ▲ 5 8 2 6 2 6 ▲ 4 2 6 ▲ 4 1 0 1 2 1 1 1 1 0 7 7 0

注１：災害件数は、労働者死傷病報告（様式第23号）による。　　　注２：網掛けした業種は、第13次労働災害防止推進計画における重点業種である。
注３：令和４年１月１日から令和４年10月末日までに発生した労働災害で、労働基準監督署に報告のあったもの。
注４：「第三次産業」は業種分類０８～１７である。　　　　注５：「その他」は、「農業」と「畜産・水産業」である。
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 令和４年　　  死　亡　災　害　発　生　状　況  (速報値） 令和４年10月末集計分

番号 業種 災害発生月 発生時間帯 事故の型 起因物 災害発生状況 備考

1
その他の建設

業
令和４年１月 15時台 墜落・転落 建築物・構築物 コンクリート地面から高さ約７．５ｍの建物屋上の防水工事を行っていた際、屋上端から墜落したもの。

2
一般貨物自動
車運送事業

令和４年２月 18時台 崩壊・倒壊 荷姿の物
フレキシブルコンテナを３～４段に積み重ねて保管している倉庫でフォークリフトを用いて製品の出荷作業を単独で

行っていたが、最下段のフレキシブルコンテナが破れたため処置していた際、上段のフレキシブルコンテナが崩れて
下敷きとなったもの。

3 木材伐出業 令和４年２月 10時台 激突され 立木等
高さ約３０mの立木（胸高直径約４０cm）をチェーンソーを使って伐倒しようと受け口を作った後、追い口を作ってい

たところ、同立木が縦に裂けたため逃げるも、逃げた先に折れた立木が跳ね落ちてきて激突されたもの。

4
その他の事業-

その他
令和４年６月 ０時台 交通事故（道路） 乗用車、バス、バイク 　県道走行中、対向車線と歩道を超え、ガードパイプも突き破って、車ごと川に転落し、溺死したもの。

5
その他の食料

品製造業
令和４年７月 10時台 感電 その他の一般動力機械

設備の部品交換作業を行う際に、電源ブレーカーを切らずに素手のままで電線の結線処理を行っていたところ、感
電したもの。

6
機械（精密機
械を除く）器具

製造業
令和４年７月 １７時台

はさまれ。巻き込ま
れ

その他の一般動力機械
部品加工機械の動きが止まったため、機械の内部に入り、溜まった切子を取り除いていたところ、機械が急に作動
し、機械の可動部分とフレームとの間に挟まれ胸部を圧迫したもの。

(注）令和４年１月１日から令和４年10月末日までに発生した労働災害で、労働基準監督署に報告のあったもの。
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4.10
月末

全産業 828 811 795 815 735 894 927 873 980 1056 1810
（除新型コロナ） 873 879 898 676

医療保健業 20 21 20 28 18 31 32 35 52 87 636
（除新型コロナ） 35 40 44 25

社会福祉施設 41 39 41 46 63 71 77 61 86 123 474

（除新型コロナ） 61 82 98 64
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50代, 167
27.0％

50代, 91
31.5％

60代以上, 178
28.8％

60代以上, 63
21.8％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会福祉施設

（計619）

医療保健

（計289）

年代別

4



○

○

○

○

○

○

○

○

社会福祉施設も同じ傾向で、平均55.5才。骨折が多く、130人（内、腕部57人、脚部49人）。休業見
込平均は、44.3日。

傷病では骨折が多く、73人。内、脚部の骨折が32人、腕部の骨折が27人。

医療保健での転倒災害の平均年齢は、55.2才。休業見込日数の平均は、43.2日。

補助器具の使用など身体に負担をかけない工夫、しっかりとした体勢がとれるスペースの確保やレ
イアウトの工夫、腰痛体操などの取組みが必要。

社会福祉施設も同じ傾向で、平均46.4才。休業見込平均は、28.8日。腰痛が多く103人。

傷病では腰痛が多く、43人。他は脚部や腕部の関節の障害が多い（24人）。

医療保健での「動作の反動、無理な動作」災害の平均年齢は、44.3才。休業見込日数の平均は、
24.9日。

４S（整理、整頓、清掃、清潔）の推進、床や敷物への工夫、滑ったり躓きにくい履物の選定など、転
倒災害を1件でも減らすための取組みが必要。

20代以下, 6
3.3％

20代以下, 4
3.9％

30代, 18
9.9％

30代, 3
2.9％

40代, 23
12.7％

40代, 20
19.4％

50代, 58
32.0％

50代, 38
36.9％

60代以上, 76
42.0％

60代以上, 38
36.9％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会福祉施設

（計181）

医療保健

（計103）

転倒 年代別

20代以下
25, 10.4％

20代以下, 16
15.8％

30代, 49
20.3％

30代, 20
19.8％

40代, 65
27.0％

40代, 25
24.8％

50代, 63
26.1％

50代, 32
31.7％

60代以上, 39
16.2％

60代以上
8, 7.9％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会福祉施設

（計241）

医療保健

（計101）

動作の反動、無理な動作 年代別

胴体部, 138, 57.3％

胴体部, 59, 58.4%

足、脚, 72
29.9％

足、脚, 29
28.7％

手、腕, 25
10.4％

手、腕, 10
9.9％

その他, 6, 2.5％

その他, 3, 3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会福祉施設

（計241）

医療保健

（計101）

動作の反動、無理な動作 部位別
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(15) (32) (29) (17) (19) (112)

5,510 5,356 5,604 6,250 6,239 28,959

【4,588】 【4,403】 【4,695】 【5,135】 【5,353】 【24,174】

5 5 13 9 8 40

5 2 7

(1) (1) (2)

19 11 22 6 11 69

(15) (29) (25) (23) (20) (112)

719 1,381 1,023 1,151 703 4,977

8 2 9 11 5 35

(1) (1) (1) (3)

23 25 36 28 37 149

115 119 118 143 96 591

494 526 434 481 523 2,458

4 5 4 2 6 21

159 217 210 200 193 979

(2) (2)

73 89 92 83 102 439

(4) (5) (5) (5) (3) (22)

7 13 8 11 19 58

(9) (10) (8) (10) (8) (45)

222 254 220 240 231 1,167

191 165 164 127 130 777

(21) (84) (105)

105 171 113 6,059 19,463 25,911

1 1

2 1 4 7

(38) (23) (26) (11) (11) (109)

75 67 51 35 35 263

(5) (5) (8) (4) (5) (27)

46 46 58 53 90 293

(2) (5) (6) (6) (4) (23)

73 121 108 133 164 599

(89) (112) (108) (98) (155) (562)

7,853 8,574 8,289 15,023 28,061 67,800

【4,588】 【4,403】 【4,695】 【5,135】 【5,353】 【24,174】

※()は死亡、【】は腰痛の内数。

(20)過重な業務による脳血管疾
患・心臓疾患等

(21)強い心理的負荷を伴う業務
による精神障害

(22)その他の業務によることの
明らかな疾病

合 計

(13)酸素欠乏症

(14)化学物質による疾病(がん
を除く)

(15)じん肺及びじん肺合併症

(16)病原体による疾病

が
ん

(17)電離放射線によるが
ん

(18)化学物質によるがん

(19)(17)、(18)以外の原
因によるがん

作
業
様
態
に
起
因
す
る
疾
病

(8)重激業務による運動器
疾患と内臓脱

(9)負傷によらない業務上
の腰痛

(10)振動障害

(11)手指前腕の障害及び
頸肩腕症候群

(12)(8)～(11)以外の作業
様態に起因する疾病

(1)負傷に起因する疾病

物
理
的
因
子
に
よ
る
疾
病

(2)有害光線による疾病

(3)電離放射線による疾病

(4)異常気圧下における疾
病

(5)異常温度条件による疾
病

(6)騒音による耳の疾病

(7)(2)～(6)以外の原因に
よる疾病

全国　傷病分類別年別業務上疾病発生状況
発生年

H29 H30 R1 R2 R3 合計
疾病分類

6



発生年月 年代・性別 職種 傷病名 傷病部位

平成14年3月 50代・男性 医師 皮膚がん 左手拇指

（発生状況）

平成21年7月 50代・男性 医師 皮膚がん 両手指

平成24年9月 50代・男性 診療放射線技師 右手背有棘細胞がん 右手背

平成26年7月 50代・男性 放射線技師 慢性放射線皮膚炎 右手

製造業

平成12年6月
20代・男性
20代・男性
10代・男性

作業員（検査係）
火傷
火傷
火傷

右手
右手
右手

製造業

令和3年5月
50代・男性
30代・男性

作業員（保全係） 放射線障害
顔・両手
右手

建設業

平成13年12月 30代・男性 作業員（工事） 放射線被曝の疑 －

　X線検査装置を使用して製品の検査を行っていたが、製品の位置調整の度に扉を開閉するのが面倒
なため、左手で安全スイッチを切り、右手で製品の位置調整を行っていたところ、火傷を負った。（3名は
各々別の日に被災。）

　被災者は、以前に設置した電気部品の位置修正のため、放射線室の天井裏に入って作業を行ってい
た。そこへ、同室内にある放射線治療装置の照射テストを行うため、別業者の者が室内に人がいないこ
とを確認し、操作室から照射テストを実施、その後、被災者が天井裏から降りてきた。

　X線測定装置の校正作業中、校正サンプル材で異常値が検出されたため、確認のためにX線検出器
室内に入り、測定装置の電源を入れたままでサンプル材の確認を行い、被曝した。

医療保健業　電離放射線障害災害事例

　長期間、X線透視下でドレナージ等を行っていたが、左拇指腫脹の症状が出始め、最終的に皮膚がん
と診断された。

　放射線性皮膚炎の症状が出始め、最終的に有棘細胞がんと診断された。

　右手にイボができて皮膚科を受診したところ、慢性放射線皮膚炎と診断された。

　18年以上、X線透視下での作業を行っていたところ、放射線による皮膚炎、皮膚がんを発症した。

他業種での電離放射線障害災害事例
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https://www.kohshin-grp.co.jp/FormMail/shoes/

https://www.simon.co.jp/contact/

http://www.nisshinrubber.co.jp/contact/index.html

www.nosacks.co.jp

https://www.marugo.ne.jp

https://sports-service.mizuno.jp/btob_service

https://midori-fw.jp/
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岡山市消防局マスコットキャラクター  
     『桃之助』 

令和３年に岡山市
消防局管内で発生し
た転倒・転落による
救急搬送は高齢者の
方（65 歳以上）が大半
を占めています。 

また、屋外より屋
内での転倒・転落が
２倍近くを占めてい
ます。 

 

  

予防しよう 転倒・転落︕ 
岡山市消防局 

  

 

59 59
259

1074

107 37
283

2021

0

500

1000

1500

2000

2500

乳幼児 少年 成人 高齢者

屋外での転倒・転落 屋内での転倒・転落

 
令和３年 転倒・転落による救急搬送人員数 

（岡山市消防局管内） 
（人） 

（～7 歳未満） （7～18 歳未満） （18～65 歳未満） （65 歳～） 

 

居 室 
59％ 

住宅での転倒・転落事故発生状況 
（岡山市消防局令和３年中救急搬送統計） 

廊下 
19％ 

階段 
9％ 

台所 
6％ 

浴室 
3％ 

その他 
3％ 

 

 

 

住宅の中では居室や
廊下、階段で多くの転
倒転落災害が発生して
います。つまり、住み
慣れた家の中に多くの
危険が潜んでいるとい
うことですね。 

 

 

予防のポイント 
①家の中は整理整頓 
②階段やベッド、廊下には手すりを 
③階段や廊下に滑り止めを 
④靴下やスリッパは滑りにくいものを 
⑤階段や廊下に足元を照らすライトを 

岡山市消防局は『予防救急』の取組みを推進しています。 
「予防救急」とは︖ 救急車が必要となる病気やケガを未然に防
ぐために、意識して行動することをいいます。 

岡山市消防局 制作  

こちらのページは 
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防ごう︕職場の転倒災害 
厚生労働省 

岡山労働基準監督署 
 制作 

職場の労働災害は転倒災害に加え『腰痛』も増加傾向です。 
この機会に腰痛予防にも努めてください。 

岡山労働局・岡山労働基準監督署 
岡山労働基準監督署管内（岡山市・玉野市・瀬戸内市・吉備中央町の一部）で

は令和３年に休業４日以上の労働災害（コロナ関係を除く）が８９８件発生しま
した。そのうち２０５件が転倒によるものでした。 

また、過去 20 年間を見てみますと、転倒災害の発生件数は大幅に増加して
いることがわかります。 

 

転倒 
23％ 

動作の反動 
無理な動作 

18％ 

墜落・転落 
18％ 

はさまれ 
巻き込まれ 

11％ 

交通事故 
8％ 

切れ・こすれ 
7％ 

令和３年岡山監督署管内労働災害事故の型別割合 

 

116 114

143
153

121
108

131 127

144

166 161

134

167
156 152

196
208

200
217

205

100

120

140

160

180

200

220

H14年H15年H16年 H17年H18年H19年 H20年H21年H22年 H23年H24年H25年H26年H27年 H28年H29年H30年 R元年 R2年 R3年

また、令和 3 年の転倒災害の被災者を年代別にみると、60 歳以上が最も
多く全体の 43％を占めています。  

定年の引き上げ等の影響で 60 歳以上の労働者の就労比率が高まり、高年
齢労働者の転倒災害の発生割合が年々高くなっています。 

 

60 歳以上 
43％ 

50 歳代 
26％ 

40 歳代 
17％ 

30 歳代 
8％ 

転倒災害は怪我が重症化しやすい︖︖︖ 
    令和３年に発生した労働災害の平均休業見込日数は 37.8 日でした。 
    しかし、転倒災害のみの平均休業見込日数は 41.6 日でした。 
    転倒災害は怪我が長引く傾向にあるようです。 

 
令和３年岡山監督署管内 転倒災害年齢別割合 

小さなことからコツコツと・・・ 
職場での転倒予防に努めましょう︕ 

 
●床の清掃をこまめに行い、水や油などは取り除くようにしましょう。 
●滑りやすい場所には、注意を促す標識をつけましょう。 
●転倒予防には靴選びも大切です。足のサイズにきちんと合わせて、靴底が滑りにくい 

ものを選びましょう。また、靴底が大きくすり減ってきたら、すぐに買い替えましょう。  

 

 

●スマホなどを見ながら歩かず、足元が見える状態で歩きましょう。 
●床の段差は、スロープで解消する、トラロープで段差をわかりやすくする、注意

喚起の標識を掲示するなどの対策を行いましょう。 
●荷物は、通路、出入口などに放置せず、日ごろから整理・整頓を行いましょう。 

●階段付近では十分な明るさを確保し、足元が見える状態で昇り降りしましょう。 
●階段には物を放置せず、日ごろから整理・整頓を行いましょう。 

こちらのページは 
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